
診療に不可欠な医療の基本情報を 
セキュアにバックアップするために 
NASとクラウドを活用して医療の質を向上
医療法人社団ライフスタイル ともながクリニック様 導入事例
医療法人社団ライフスタイル ともながクリニックで
は、病歴や薬歴などの医療の基本情報をバックアップ
するためにベーステクノロジーの QuiX ストレージを
採用。TeraStation WSS と Microsoft Azure を活用
し、NASとクラウドのハイブリッドシステムを安価に構
築しています。これによって、セキュアに医療データを
扱い、データ消失のリスクをなくすとともに、データの
活用範囲を広げることで医療の質の向上も目指して
います。

写真右より、ともながクリニック糖尿病・生活習
慣病センター 院長 医師／医学博士 朝長 修 氏、株
式会社ワールドステイグループ 執行役員 ITスペシ
ャリスト 水田 昌利 氏、ベーステクノロジー株式会
社 取締役 寺西 賢二郎 氏

糖尿病・生活習慣病の専門クリニック
　ともながクリニックは、糖尿病、高血圧症、脂質
異常症、肥満症などの生活習慣病を専門に診療
するクリニックです。
　ともながクリニックでは、9年前の開業時から電
子カルテを導入するなど、医療のIT化や情報化を
進め、先進的な医療を行ってきました。院長の朝
長 修氏は生活習慣病は病歴や薬歴などのデータ
が非常に重要になるため、早い段階から電子カル
テを活用することは当然のことだったといいます。
　ともながクリニックでは2014年8月に新宿駅
西口から新宿駅南口への移転を機に電子カルテ
システムを入れ替えます。最新の電子カルテシス
テムを導入後、新たな課題となったのが健康診断
の運用です。
　導入した電子カルテでは、受付から健康診断結
果の出力まで、作業も多く煩雑な流れになってい
ました。そこでワールドステイグループの健康診
断管理ソフト「メディカルサポート for 健康診断」

（以下、メディカルサポート）を導入。パソコン1台
あれば 簡単に導入でき、軽快に操作できることが
大きな特長で電子カルテシステムと連携でき、豊
富な入出力フォーマットも用意されています。

医療の基本情報をバックアップできる
システムを求める
　電子カルテシステムを入れ替えた際に、もう1つ
課題となっていたのがデータ保全の問題でした。
　「朝長先生から、院内の様々なデータのバックア
ップ一元管理と遠隔バックアップを実現したいと
いう相談を受け、QuiXストレージを提案したいと
考えました。」と話すワールドステイグループの水
田 昌利氏は、QuiXストレージを提供するベース
テクノロジーの寺西 賢二郎氏に相談し、11月末
には導入を完了させることができたといいます。

TeraStation WSSとMicrosoft Azure
を活用するQuiXストレージ

　QuiXストレージは、バ
ッファローのNAS製品
「TeraStation WSS」と
マイクロソフトのクラウド
基盤「Microsoft Azure
」を組み合わせて、オンプ
レミスとクラウドのハイブ
リットでバックアップおよ
びリモートアクセスを行
えるサービスです。クラウ
ドへバックアップされたフ
ァイルは、自動的に国内
東西のデータセンターに

バックアップされるため、万が一の災害時にも安心
して利用することができます。

信頼性の高さが導入の決め手
　QuiXストレージでTeraStation WSSを利用
することについて、寺西氏は次のように話します。
「バッファローのTeraStationは、豊富な機能と高
信頼性を兼ね備えたNASです。このNASをクラウ
ドのハブとすることでシンプルな構成となり、ここ
にQuiXストレージのミドルウェアを置くことで、院
内の様々なデータを一元管理し、遠隔バックアッ
プとMicrosoftAzureへのリモートアクセスを簡
単かつセキュアに実現しています。」

データを保全できる安心感が
最大のメリット
スモールスタートで始めて、必要に応じて

TeraStation WSSの追加やMicrosoft Azure
の容量の追加を行えることは、コスト的にも非常
に助かっていると朝長氏は話します。それにも増
してともながクリニックとしては、データを保全で
きているという安心感が大きなメリットとなり、他
の病院からの紹介状や紙のカルテをスキャンして
TeraStation WSSに蓄積しておくことで、過去の
病歴などもすぐに把握でき、診察に役立っている
といいます。

あらゆるデータをTeraStation WSSで
一元管理する
　現在は、カルテやメディカルサポートの健診デ
ータをバックアップしているともながクリニックで
すが、今後はあらゆるデータをTeraStat ion 
WSSに蓄積して一元管理し、Microsoft Azure
にバックアップする予定です。
　これらのデータも自動的にバックアップできれ
ば、データ保全に関して、さらなる安心感を高める
ことができると朝長氏は考えています。

ピックアップ導入事例

自宅などからの活用も視野に
さらに、クラウドにあるデータを自宅や出張先から
アクセスして活用することも朝長氏は考えている
といいます。診察時間外にかかってきた電話は、留
守番電話に記録されて携帯電話に通知が行わ
れ、朝長氏が携帯電話から留守番電話を確認し
て患者の相談に乗ることもありますが、その際に
服用している薬やインスリンなどをクラウド上の
データから確認できれば、より適切なアドバイス
を提供することができるようになります。
また、講演なども多数行っている朝長氏にとって
は、外部からデータにアクセスできれば、外出中や
移動中に必要なデータを活用できるというメリッ
トも生まれます。また、将来的には、信頼できる医
療機関や患者が以前診察を受けていた医療機関
と情報を共有できるようにクラウドを活用したい
と朝長氏は話します。「病歴や薬歴、画像診断の結
果などを医療機関同士で共有することができれ
ば、これまで以上に医療サービスの質を向上させ
ることができると考えています。しっかりとセキュ
リティが守られた環境でデータを共有し、医療機
関のネットワーク化が進むとよいですね。しっかり
と情報を活用しながら、全国の糖尿病専門クリニ
ックのリーダー的な存在となれるように、今後も
質の高い医療を目指していきたいと思います」。
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